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1. はじめに  
 近年，大型地震に備え，土構造物の耐震補強材としてジオグリッドが用いられてきてい

る．本報では，ジオグリッドを用いた補強地盤の透水特性を明らかにすることを目的とし，

大型土槽による定水位透水試験を実施した． 

2. 試験概要  
Table 1 試料の物理特性  
Properties of Backfill Sand 
平均粒径 D 50(mm) 0.28

最大乾燥密度 ρ dmax (g/cm3) 1.58

最小乾燥密度 ρ dmin (g/cm3) 1.24

土粒子密度 ρ s(g/cm3) 2.64

内部摩擦角 φ (deg.) 36.2

 

 
Fig.1 ジオグリッド

Geogrids 

2.1 試験用試料 

 試験には 6-7 混合珪砂を用いた．
試料の物理特性は Table 1 に示すと
おりである．地盤の作製は各層 5cm
で，質量管理のもと相対密度が 95％
になるようにバイブレーターで締固

めた．Fig.1 にジオグリッドの写真を
示す．ジオグリッドはポリエチレン製で厚

さ 2mm のものを用いた． 

 
Fig.2 透水試験装置  
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Fig.3 実験断面図  
Cross Section of Experiment 
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Fig.4 マノメータ孔配置図(正面) 

Distribution of Manometer 

2.2 定水位透水試験 

 Fig.2，Fig.3 に試験装置正面からの写真
と実験断面図を示す．試験装置は，幅 190cm，
高さ 60cm，奥行き 40cm の土槽，水頭調整
用タンク，フィルターならびにマノメータ

から構成される．水頭調整用タンクとフィ

ルターは位置を調整することが可能であり，

所定の水頭差と浸透路長で実験を行うこと

ができる．フィルターには不織布を用い，

本実験の浸透路長は 60cm で行った．マノ
メータ孔は 10cm 間隔で配置されており，
Fig.4に浸透路長 60cmのときの土槽正面か
らみたマノメータ孔と地盤の関係を示す．

透水係数の計算にはダルシー則を用いた．

各区間の透水係数 k(cm/s)の計算に用いる
動水勾配 i と流量 q(cm3/s)は，高さ方向のマ
ノメータの読み値の平均と下流側で計測す

る流量を用いた． 

2.3 実験ケース 

 Fig.5 に示すように，実施した実験の地盤
条件は 3 種類とした．  
・ Case1：ジオグリッドを敷設しない地盤  
・ Case2：上流側にジオグリッドを敷設し

た地盤  
・ Case3：下流側にジオグリッドを敷設し

た地盤  
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 Case1 において無補強地
盤の透水性を確認し，Case2
と Case3 においてジオグリ
ッド敷設の影響が表れるか

否かを検討した．ジオグリ

ッドの敷設枚数は 3 枚とし
た． 

3. 試験結果・考察  
 Fig.6 に示すようにジオ
グリッドの敷設位置を変え

たケースで地盤の上流側と

下流側の透水係数の比較･

検討を行った． 

 Case1 のグラフより，無
補強地盤の透水係数が 1.5

×10-5 程度であると確認で

きる．理論限界動水勾配

ic=((ρ s/ρw-1)/(1+e))の値は本実験条件下に
おいて 0.97 である．地盤の異方透水性を考
慮して，本実験においては変化させる動水

勾配の値を 0.8 までとした．Case1 の地盤の
両端の透水係数がやや高めであるのは，両

端の締固めが中央部に比べて十分でなかっ

たためだと考えられる．同様に各ケースの

通水開始時の透水係数を比較すると多少の

バラツキが見られたが，これは地盤作製時

の締固めによる影響であると思われる． 

 Case2 ではジオグリッド敷設部分で透水
係数の変化がみられるが，Case3 ではジオ
グリッド敷設部分に透水係数の変化が見ら

れなかった．さらに Case2，Case3 共に地盤
上流部分において透水係数の値が上昇し，

下流部分においては透水係数の低下が見ら

れた．このような傾向がみられるのは，動

水勾配を上昇させていく過程で地盤上流部

分から破壊が生じ，下流部分では細流分の

流動による目詰まりが起こっているためで

あり，ジオグリッドの影響ではないと考え

られる． 

4. 結論  
 今回，ジオグリッドの敷設条件を変化さ

せて地盤中の透水係数の値を比較・検討した

ドが地盤の透水性に与える影響は極めて小さ

上流側から発生する傾向がみられた．今後は

変化させた実験から，さらに検討を加える予
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Fig.6 透水係数の比較  
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ig.5 地盤条件
ound condition
．その結果，今回の実験条件ではジオグリッ

いことが分かった．また，地盤の浸透破壊は

，浸透路長・ジオグリッドの敷設枚数などを

定である．  
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